


















































































































































しかし、財は財を買わない（goods buy money,and money buys goos-but goods do not buy 
goods in any organized market）」（Clower［1969］p.14）という有名な言葉を残している。
この言葉も、一般的受容性を有する特殊な「財」としての貨幣の重要性をあますところ
なく物語っている。
　  　また、 クラウアーに先立ってウオーカーは「貨幣は貨幣がするところのものである」
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、互いに他を探し求めている
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のと認識しているわけではないという点である
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はなくて
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、限りのない資金となる
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、その全部が貨幣の形態をとっている
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（loanable capital is 







































































































































態（states of the markets）との関連に大きな注目を払っていることである。
彼によれば、市場の状態には「平静状態」（the quiescent state）と「投機的
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、外国貿易
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、信用の収縮はより激し
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くなるばかりでなく
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、またはるかによりしばしば起こるようにもなる
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原理』（Principles of Political Economy and Taxation, 1817）とマーシャル
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